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研究成果の概要（和文）：本研究においては，経済組織のガバナンスにおける３つの基本課題を検討した．第一は，経
済組織における集団的決定について検討を行った．民主的な手続きの問題と可能性を明らかにした．第二に，経済組織
における公平な配分について分析を進めた．公平性の概念を定式化し，効率性と整合的な公平な配分を検討した．第三
に，市場機構のガバナンスについて分析を行った．特に，競争政策，環境政策，税制，民営化政策など市場配分に大き
な影響を与える政策課題を検討した．

研究成果の概要（英文）：In this study, we conduct three subjects that are fundamental for the governance o
f economic organizations. First, we examine the collective decision process in economic organizations. We 
clarify the difficulty and possibility of democratic processes. Second, we examine equitable allocations i
n economic organizations. Formalizing several concepts of equity, we characterize an equitable allocation 
that is compatible with efficiency. Third, we examine the governance of markets. In particular, we conside
r several policies that affect market allocations: competition policies, environmental policies, taxation,
 and privatization.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 開始以前には(a)厚生経済学の基礎研究，(b)
競争政策，(c)世代間公平性などの課題などに
取り組んでいた．(a)では厚生概念の検討を行
い，(b)では産業組織論の枠組みで政策分析を
行い，(c)では将来世代を割り引かない評価方
法について研究を進めた．こうした研究状況
の中で，経済発展にとっては市場・国家・企
業をはじめとする組織において適切にガバ
ナンスが行われなければならないと考える
に至った． 
 
２．研究の目的 
 第一に，集団的決定の理論的構造を明らか
にする．組織はその構成員から成っており，
そのガバナンスは究極的には組織内の個人
の集団的決定に依存する．個人の選好の集計
を分析することで，ガバナンスの基本的課題
が考察可能である． 
 第二に，公平な資源配分の特徴付けと達成
方法を考察する．経済における資源配分は効
率性だけが唯一の評価方法ではなく，公平性
も重要な基準となり得る．公平性基準を定義
し，その実際的な意義を検討する． 
 第三に，市場の分析を行う．特に，公的部
門と私的部門の連関について検討する． 
 
３．研究の方法 
 主として理論的問題を扱うため，モデルを
定式化して，その分析を行うこととなる．主
に，社会的選択理論，ワルラス的市場のモデ
ル，ゲーム理論を応用したモデルを用いるこ
とになる．特に，社会的選択理論では，望ま
しい条件を公理として課す公理的分析を行
うことになる． 
 研究は研究会参加，学会参加，文献等を通
じて情報収集・意見交換を行いながら進めて
いく．完成した論文は，研究報告を通じて修
正・改善を行い，学術雑誌に投稿する． 
 
４．研究成果 
（１）集団的決定の構造の検討 
 まず，社会的決定の機能不全を示す「コン
ドルセのパラドックス」がどのような場合に
起こるのかについての条件を検討した．さら
に，より一般的な理論的結論である「アロー
の不可能性定理」の分析を進めた． 
アローの定理の代替的証明を提案し，その

理論的な構造を明らかにした．そのうえで，
アローの定理の前提条件を変更した場合に
どのような結論が得られるのかを検討した．
特に，前提条件となっている「全会一致制」
を課さない場合について体系的な分析を提
示した．また，全会一致制を強めた場合にど
のような決定構造になるかを明らかにした． 
パラドックスや不可能性を検討する一方

で，ガバナンスのための積極的方法を検討す
るため，「多数決制」の特徴付けを行った．
特に，多数決制の持つ合理的性質を示した． 
加えて，集計された社会的決定の「合理性」

を考察するため，「二項関係」の基本的性質
についていくつかの研究を行った． 
 

（２）公平な配分の研究 
 生産技術が存在する場合の公平な配分の
分析を進めた．公平な基準として「無羨望条
件」に着目し，条件を定式化し直した．修正
された無羨望条件と効率性を満たす資源配
分は，所得を平等化するような配分になるこ
とを示した．これは，公平なガバナンスに基
本的視座を与える．これを達成するような方
法についても検討を加えた． 
 さらに，時間の流れを導入し，持続可能性
の観点から公平性を論じた．無羨望条件およ
び平等性等価条件に注目した． 
 
（３）市場の分析 
 規制緩和などにより参入がしやすくなっ
ているという観点から，自由参入市場のガバ
ナンスを検討した．まず，基礎研究として，
自由参入市場の戦略的構造を検討した．その
うえで，企業合併があった場合に，どのよう
に参入規制を行えばいいかを検討した．合併
企業の技術変化に応じて，参入規制を柔軟に
行う必要性があることが示された． 
また，自由参入市場において国営企業が民

営化した場合の競争政策について分析を行
った．また，外国企業の進出があったさい民
営化政策をどのように運営すべきかを検討
した．これらの分析は，自由参入市場のガバ
ナンスについて基本的な視座を提供する． 
 その他，自由参入のない場合についてもい
くつかの検討を行った．まず，環境政策と民
営化政策の関連について研究を行った．また，
市場の競争度がどのように企業の研究開発
に影響を与えるか検討した．さらに，国営企
業の技術について分析を行った． 
 さらに個々の企業の内部におけるガバナ
ンスについて分析を進めた． 
 
（４）これらの位置づけおよびインパクト 
 社会的決定の安定性，福祉による公平性，
競争に基づく効率性，とガバナンスに関して
三つの柱を立てて研究を進めた．これら効率
性，公平性，安定性という三つの観点は，ア
ーサー・セシル・ピグーがその著書『厚生経
済学』において三命題として表現した分析的
視角に対応する．ピグーの主題が，より良い
社会のための実践であったように，本研究の
主たる意義は「ガバナンス」という実践を通
じた厚生経済学の理論分析にある． 
 こうした研究を行っていく中で，新たに明
らかになってきた点は，福祉の概念の重層性
である．福祉とは本来重層的であって，所得
や財だけで考察することは難しい．今後は，
本研究のピグー的な実践的視点を重視しな
がら，貧困と不平等を重層的に分析していく
ことを試みていく． 
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